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昭和電線ホールディングス（昭和電線HD、東証1部5805）

～電動車向け高品質の銅製品の開発等で脱炭素社会への貢献と業績拡大が同時進行中～

今回取り上げるのは昭和電線HDです。同社は電線の大手メーカーで、技術開発力に優れています。現在、電動車向

けの銅製品を牽引役の一つとして脱炭素社会への貢献と収益拡大が同時進行中です。

■SDGsにおける課題

環境規制強化などを背景に電動車シフトが進行中、世界の電動

車販売台数(EV、HEV、PHEV：注：の合計)は2020年1,500万台前後

から2030年には4,000万台近くまで拡大する可能性があります。電

動車にはモータが搭載(ＨＥＶはエンジンも搭載)されます。電力消

費量の節約や航続可能距離の延伸にはモータの効率向上が重

要であるため、導電性などに優れた素材が必要とされています。

■昭和電線HDが提供するソリューション

【関連する主なSDGs】

電動車に適したモータ材料の一つが無酸素銅です。無酸

素銅は、名前の通り酸素含有量が極めて少なく、導電性、

水素脆化(水素を吸収しもろくなる現象)の回避等に優れた

銅で、その主要製法の一つがSCR(Southwire Continuous 

Rod）という製法です。対して、同社は、より酸素含有量が

少ない無酸素銅の生産を目指し、工程を酸化性の環境か

ら完全に隔絶するDIP Formingという製法を導入、技術改

良を進めてきました。2017年にはDIP Forming法で生産さ

れる無酸素銅について、MiDIP®（「Mi」は三重県の拠点で

製造されることに由来）というブランドで販売を開始、顧客

から高い評価を得ています。その売上高は電動車の普及、

それに伴う高効率モータの需要増を背景に拡大中。同社

は、MiDIP®を電動車向けに販売することで、脱炭素社会

移行への貢献と業績拡大を両立させつつあります。

電動車の電力節約のため導電性等に優れた素材が必要

(注)EVはElectric Vehicle(電動車)、HEVはHybrid Electric Vehicle(ハイブ
リッド電動車)、PHEVはPlug-in Hybrid Electric Vehicle(家庭用電源で充
電可能なハイブリッド電動車)の短縮形

昭和電線HDの無酸素銅「MiDIP® 」

(出所) 昭和電線HDのご提供




